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3　算　　数　　科

山田恵次・川上公範・松浦武人

1算数科学習を通して育まれる「豊かな感性」

算数科の学習を通して育まれる豊かな感性とは,『「いいなあ」と感じる心』(おもしろい,不思

議だ,美しいな,便利だな等の感情も含めて考える)であり,それは,ただ感じるだけにとどま

らず,その後の学習に生きて働く心の力であるととらえている。さらに,このような心の力は,

主体的に算数のよさやアイデアを活用しより豊かな生活を創造していこうとする生涯を通して生

きて働く力ともなるであろう。このような感性は,基本的には下図のようなステップで育ってい

くと考えられる。(平成5年度研究紀要「豊かな感性を育む」広島大学附属東雲小学校,1994,P

47～48に詳述)

2　豊かな感性を育む算数科の学習

このような感性は,「学習課題に主体的に立ち向

かい,その解決に取り組む過程において,算数のよ

さに気づき,よさを味わい,よさをより深く感じる」

算数科の学習により,育まれると考える。

(平成5年度研究紀要「豊かな感性を育む」前述

p47-48に詳述)

さらに,昨年度の成果を踏まえ,算数科の学習の

ステップとして①気づき・感じる(めあて)→②考

える・工夫する(自力解決)→③表現・実践する

(自力・集団解決)→④振り返る(解決の振り返り)

豊かな感性の育成

→①　ある事象に主体的に対じする。

†　　　　　　　　1

②　「いいなあ」と感じる。

`　　　　　　　　　;

③　感じたことをもとに,(同じ,根

の,別の)事象に対じして,より

†豊かに「いいなあ」と感じる

←　←　←　←　　t

→①気づき・感じる→というくり返しの基本的ステップを構想した。これは,1単位時間のステ

ップであると同時に①から④の各段階でのステップでもあるし,また,1単位時間以上あるいは,

単元レベルでのステップとしても考えられる。

(1)各学習ステップでのめざす子ども像と教師の支援
r'.-~~~,~~-'.-1.-~~-~T-~~-,1-..-~l'-~~~~T~~--~---~~~--.~--~~~~~.一一~~~~~~H~1

①i気づき・感じる(学習のめあてづくりの場):
L______T_____________-._____.____,..__P__________.__.____________.____H_J

子ども達が,ある事象に対じしたとき,自ら気づき・感じたりすること(驚き,疑問,感動,

意外性等)を通して,主体的なめあて意識が生じ,問題解決活動へと取り組んでいくようになる

であろう。

このようなめあてづくりの場となるように,実生活や既習事項との関連より問題化したり,多

様な解決方法,発展性のある問題,オープンエンドな問題,また,興味・関心,必要感の関連か

らなど,教材開発と感動ある導入を構想していく必要がある。また,既習の学習課題との類似・

相違を明らかにしていくことも大切である。
r一,',--..一一~~---~~-~~~~~.-.~.'~~~一.一一~--~-~-~~~~-~H~-.~~~---~-..-~H~ll--J-1

②:考え・創造する・工夫する(自力解決の場)i
L._________.__・,,____________.__________H___-________.,H._-_.______H__・,,__H___J

既習事項を振り返ったり,直観を働かせたりして結果や解決方法に見通しをもって取り組み,

何よりも先ずは,自力で自分なりの考えがもてる子どもを育てたい。

そのために,以下のような考えをもつための場の設定と環境づくりをする。

・類似問題を想起させたり,具体的操作活動を取り入れる。
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・今までの教科書や関連のある本や教材・教具,今までに活用した教具(例えば折り紙,ドット,

数え棒等)など,子ども達の必要に応じて,自由に活用できるコーナーを設置する。

・活動の観点や自己評価基準の設定や机間指導。

③[哀諒二~東痕手首て百方∵豪商画房あ瘍「11
L.______H___________________________H___.__.__.,._.____H_______H____H_-_J

自分の考えや方法を整理したり,また,人にわかりやすく伝えたりすることができるように絵

や図・式,言葉など使って,豊かに表現できる子どもを育てたい。また,自他の考えを比較・検

討することにより,よりよい考えに高めていこうとしたり考えのよさを見つけていこうとする子

どもを育てたい。

そのために,平素から以下のような観点を児童の言葉で味わわせておくなど発間や評価の支援

の工夫をしていく。また,失敗も許されて何でも話せる受容的な雰囲気づくりに努める。

・相違(共通点や違い),簡潔(かんたん),明瞭(わかりやすい),的確(適している)

一般性(いつでもつかえる),独創的(新発見,ノーベル賞)など
r'`I,~---~~-11-~--.一.-.-~H~一...~.-.一.---.~H~一...~~H~一一..1.--~H~~~-.-'-1

④i振り返る(解決活動の振り返りの場):
L-_____________________...___._H______________._H_____H_-_H_____J

振り返る活動を通して,アイデ

アや方法のよさを活用し味わい,

より豊かによさを感じ新たなる間

いをもてたり,日常の事の事象に

数理的に対じしたりしていこうと

する子どもを育てたい。

そのために,よさを活用し感じ

る時間と場を設定し,今後の学習

への意欲化を育む。また,必要に

応じて振り返りの観点を設定した

り,学習後のノート評価を大切に

する。

・類似の問題を自分がよいと思う

考えを使ってやってみる。

・もう一度,同じ場面をそのよさ

で観る

・感想の記述(よさについて今後

の学習への期待)

・日常生活で見つけた数理を算数

発見ノートに記録し紹介しあう。

(2)支持的学級風土づくり

豊かな感性を育むうえで互いの

よさを認め合い高め合う風土づく

りは,かかせない。教師の固定概

念や常識に固守しない幅広い受容

的な見方や児童自ら学習用具や,

解決に必要な文具などを準備しよ

うとする子ども一人一人の安定し

た生活づくりが大切である。

豊かな感性の育成　「めざす子ども像とそのための学習ステップと教師の支援」

めざす子とも像と

学習のスッテプ

教師の支援 豊かな感性の育成

を活用し. より豊かな生活を創造していこうとする力(

いきいきと取り組む

算数っておもしろい.

振り返るl
l(解決のふり返り)

・より豊かによさ
1　を感じる

・新たなる疑問
日常生活への
発展

・実践する

†・自分の考えを伝
える
†・よさに気づく
捌

†考える　想像す
る　工夫する

l　†(自力解決)

t　†・直観力
・既習事項等の情

l　†方の活用

1-→(1)

・よさを活用し感じる時

と場の設定と次時の学
習への方向づけ

・ふり返りの評価の観点
の設定
・学習後のノート評価
・算数見つけノートの紹
介

・解決方法や算数のよさ
に気づかせる発間・評
価の工夫

・考えを持つための場と
環賛づくり

類似開局想起
情報収集

具体的操作活動
・自己評価規準の設定

・机間指導

教材開発と感動ある導
入
オープンエンドな問題
多様な解決方法
発展性のある間者
興味・関心.必要感
実生活より

自

己

評

価

相

互

評

価

←(3)感じたことをもと

1に(同じ類似の.別

の)事象に対じして
1より豊かに「いいな
あ」と感じる

1　　　　†

1　　　　†

1　　　　†

1　　　　†

1　　　　　†

(2)「いいなあ」と感
1　じること†

1　　　　†

1　　　　†

l　　　　　†

1　　　　　†

(1)ある事象に主体的
に対じする

支　持　　白勺　　学　級　風　土
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